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 私が、このマガジンを発行する対人

援助学会に関係したのは、準備会から

だったと思う。当時私は、京都造形芸

術大学のプロジェクトセンターの教

員で副センター長の目的であった。社

会が抱える様々な課題を「アート」と

「学生」の力で解決しようというのが、

京都造形芸術大学のプロジェクトセ

ンターであった。社会とは、地域であ

ったり、行政であったり、企業であっ

たり、病院であったり、寺院であった

りと様々であり、そこが抱える課題も

「まちづくり」から「業績向上」まで

様々であった。しかし、共通して言え

ることは、アートと学生の力で、世の

中が必要とする「価値」を生み出して

いくことであった。 

 

私の仕事は、地域から寺院までに至

る様々な社会と学生をつなげ、価値を

生み出していくことであった。ある集

団や組織は、長年の活動の中で、良く

も悪くも「文化」や「ルール」に支配

されていく。その文化やルールが世の

中との関係において、価値を生み出せ

なくなったとき、その集団や組織は存

続の危機に陥る。その存続の危機に光

明を灯すべく、社会と学生をつなげ、

新たな発想や仕組み、製品などによっ

て、世の中との新たな関係性を創りだ

すのが、教員としての私の仕事であっ

た（当然、これ以外にも、学生に「つ

なげる」や「アートを世の中に活かす」

方法を学びとらせるなどの教育者の

仕事もあるし、それがどのようなロジ

ックで起きるのかを理論化するとい

う研究者としての仕事もあった）。 

 

「つなげる」という仕事は、孤高の

芸術家が自らの思想と手によって作

品を創り出す行為とは異なり、他者と

の関係の中で価値を紡いでいく行為

である。いつの頃からか、私は「つな

げる」という行為が仕事の中心になっ
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ていった。芸術大学の教員へのお誘い

があったのも「つなげる」行為を実践

していたからだ。さらに、私自身も「つ

なげる」仕事を通じて、世の中と心地

よく「つな“が”る」ことができてい

る。このマガジンでは、「つなげる」

行為について徒然に綴っていきたい

と思っている。 

 

さて、この「つなげる」を仕事にし

て い る と 「 コ ー デ ィ ネ ー タ ー

（coordinator）」と呼ばれることがあ

る。手元にある英語の辞書で引いてみ

ると、『同等［対等］にするもの［人］、

調整するもの［人］、（企画推進などの）

責任者、まとめ役』などの意味があっ

た。ちなみに、平成 14 年におこなわ

れた文化庁の調査では、認知度が 24

位の外来語である（同調査では、23

位がコスト、25位がコーディネート、

26 位がリスク。なお、1 位はストレス、

2 位はボランティア）。9 割近い日本人

が知り、6 割近い日本人が正しく意味

を理解しているこのカタカナ語は、日

本語になりつつあると言えるが、そん

な外来語である「コーディネーター」

と呼ばれることが多い私だが、昨年の

秋ごろから、友人とカタカナ語を卒業

し、「周旋家」を名乗るようになった。

よって、このマガジンでは、「周旋家

日記」と称し、私の周旋活動について

語ろうと思っている。 

 

「周旋」とは、手元の『広辞苑』に

よると『①たちめぐること。ぐるぐる

めぐること。②事をなすために立ちま

わること。世話をすること。取持ち。

斡旋。③（good offices）国際法上、

第三国が外部から紛争当事国の交渉

を援助すること』の 3 つの意味がある。

私と友人は、『事をなすために立ちま

わること。世話をすること。取持ち。

斡旋』のスペシャリストでありたいと

の想いから「周旋家」と名乗るように

なった。 

 

ちなみに、日本の歴史上において、

「周旋家」として期待され、それに最

も応えた人物をご存じだろうか。それ

は、伊藤博文である。吉田松陰から「才

劣り学幼き、素直にして華なし」と酷

評されることもあった伊藤博文だが、

「利介亦進む。中々周旋家になりそう

な」との期待どおり、幕末は四面楚歌

の長州藩で、明治維新後は内憂外患の

新政府において、周旋力を大いに発揮

した。私が友人と「周旋家」を名乗っ

たのは、二流と言われながらも難局を

乗り越え、事をなした伊藤公にあやか

ろうとしたからである。 

 

 

 

さて、「周旋家日記」というタイト

ルの理由を述べるのにここまでかか

ったが、周旋に関する出来事をひとつ

は書いておこう。今回は最初の日記な

ので、私個人が周旋という行為が好き

になるきっかけをどうしても書いて

おきたくなった。 

 

私は、高校 2 年生になってアルバイ
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トを始めた。野球部を怪我で辞め、比

較的時間があったので、友達に誘われ、

こっそりと始めた。最初はファミリー

レストランだったのだが、長期休暇に

入り、近所の洋食屋さんでアルバイト

をすることになった。カウンターがあ

る割烹のような造りの小さなお店だ

ったが、ハンバーグやオムライスがお

いしく、昼時は繁盛していた。私の仕

事は、（慣れてからであるが、）フライ

を揚げ、ランチを盛り付けつつ、大将

のオムライスを巻き終わるタイミン

グで皿を渡しつつ、キャベツや玉ねぎ

をお客さんの様子を見ながら刻みつ

つ、注文を聞き、お勘定をいただき、

ときに出前を運ぶことであった。 

 

ファミリーレスランのマニュアル

中心の環境では萎縮しがちな私であ

ったが、洋食屋さんの環境はとてもあ

った。忙しくなったら時給を少し上げ

てくれるのも嬉しかったが、それより

お客さんと大将の反応が嬉しかった。

キャベツや玉ねぎを刻みながらお客

さんの様子を伺い、「注文か」、「お勘

定か」、「おかわりか」、「世間話か」を

状況を見ながら判断し、速やかに反応

することが楽しかった。2 つ以上のこ

とを同時にできている自分もかっこ

いいと感じていたし、何よりお客さん

のニーズにすぐ答えることで、常連さ

んや大将から可愛がられた。何かをし

ながらカウンター越しにお客さんの

様子を伺っている瞬間は、自己効力感

が湧いてくるような心地よさがあっ

た。結局、このアルバイトを私は大学

を卒業するまでの 6 年間続け、卒業の

際には弟に引き継いで終えた。  

 

このとき身に付いた他者への想像

力や状況判断力、複数の仕事を同時に

こなす対応力や速やかに反応すると

いう瞬発力は、人を「つなげる」とい

う周旋に大いに役立っている。これら

の力は、すべて洋食屋さんのお客さん

や大将の反応によって高められた。こ

れには本当に感謝している。常連さん

の中には就職しないかと声をかけて

くれる人もいた。才劣り学幼き私が、

こうして周旋家になれたのは、当時の

温かい反応のお陰である。このマガジ

ンで連載を始めるにあたって、どうし

ても書いておきたかった。次回からは、

就職後の様々な「周旋」について書い

ていくこととしたい。 


